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  USEFULNESS OF ABSORBABLE GELATIN SPONGE (GELFOAM) 

    AS A LOCAL COAGULANT FOR UROLOGICAL SURGERY 

         Kazuki KAWABE,  Shigeru YOKOYAMA and Masayoshi WAKU 

              From the Urology Department,  Komagome Hospital, Tokyo 

   The method of application of local coagulant is studied. For  prostatectomy,  the arterial 

bleeding is controlled in the usual manner  ; subsequently the oozing of venous blood from 
the prostatic capsule is able to be well controlled with this gelatin sponge. It is noted that 
this application makes the postoperative course to be less eventful, does not disturb the 
urine flow through the catheter, does not make any stone later and does not make infection. 
For nephrolithotomy, partial nephrectomy and open renal biopsy, this gelatin sponge is used 
instead of small fatty tissues to close the wound of the kidney. It will not provide any 
sourse of infection or necrotic tissue. It is thought that above-described two methods of 
the application of gelatin sponge are quite efficient in the field of urology.

1は じめに.

外 科手術 においては,止 血技術が非常に重要

な意義 を もつ ことはい う迄 もないが,一 方血 液

凝 固機転 の解 明が漸次 なされて きて,こ の方 面

の知識 が外科領域 にも及 び,数 々の止血 剤が使

用 される ようになつ てきた.と くに トロソボ ブ 零

ラスチソ.プ 目 トロソ ビン,フ ィブ リノーゲン

等,血 液凝 固に関係 あ る物質が分離,純 化 され

て応 用 され るようになつた ことは,大 きな進歩

といえ る.こ れ らを単 に全身的 に投与す るば か

りでな く,出 血部位 に直接与 えて,止 血効果 を

期待 せん とす る試 み も古 くか らあ る.1910年 代

にCushingは 天 然 の トロソポプ ラスチ ンとし

て筋 肉を頭蓋 骨出血に応用 した といわれてい る

が,っ いで フィブ リソ,さ らに酸化 セル ローズ

が種 々の形 態に加工 されて応用 され,さ らに ト

ロンビソをセル ローズにつけた ものや,フ ィブ

リソに トロソ ビソをつけた ものなどの合剤,ま

た澱 粉,ゼ ラチ ソ,カ ゼイン等 の もの,が 続 々

と登場 す る様 になつた.こ の他 にも ワヅ クスや

アルギ ン酸製 剤等が あるが,作 用機序 は上 のも

の とだいぶ違つて いる.ち なみに これ らの止血

物質 は止血の容易に行い難 い頭部外科領域 に最

初 に使用 され る様 になつた ことは興味深 い.こ

の吸収性 ゼ ラチ ソスポ ソジ ・(Gelfoam⑪)も 最初

LightとPrenticei)に よ りや は り脳外科領域

で使 われ たものであ る.1945年 か らは各科 で使.

わ れ はじめs)"6),と くにJenkinsら7》 は詳 しい

報告 を してい る.泌 尿器 科 領 域 で は1947年

MacDonaldら8)9)が 前 立腺手術 と腎手術に応用

した成績を 報 告 し,HeckelとWalleriO)は

T.U.R.P.にGelfoamを 使 用 しでい る.

Gelfoamの 止 血 の作用機序 はJenkinsらv}/'/

に よれば次の如 くであ る.す なわ ち血小板が ス
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ポ ソジの細か い多勢 のす き間に入 りこんでそ こ

の壁 と接触 して こわれ る.そ の とき トロソポ プ

ラスチソが遊離 して出てきて,こ の酵素 が血液

中のプ ロ トロン ビソやCaイ オソ と相 まつて ト

ロソビンを作 り,こ れが血液凝 固に寄与 す るこ

とにな る.彼 らは また このGelfoamに ヒ ト又

はウシか らとつた トロソ ビンをひた して使用 し

ている.こ れ はつ ま り,ス ポ ソジを トロン ビン

の保持体 として,ま た凝 固 した血液 を しつか り

組み こんでお く物質 として利 用 してい るわけで

ある.ト ロン ビソを この ようにGelfoamに 吸

収 させて使 うと,フ ィブ リノーゲ ンに より直接

的に働 きうるわけ である.こ とに今 日の ように

牛血か らとれ る外用高単位 トロン ビソが容易に

手に入る ときには,好 都合 である と思 われ る.

次 に組織反応や吸収性 の問題 であ るが,多 く

の文献によると,一 週間程度 では組織 内にほ と

んど原形 のまま残つ ているが その移行部 では,

赤 血球が スポ ソジ構造 内に入 りこんで これをふ

さぎ,リ ソパ球,白 血球等が浸潤 し三週 後には

大部分 が吸収 され,繊 維組織 と置 きかわる.一

ヵ月後に完全 に吸収 さ れ て し ま う と い う.

Jenkinsら の報告11》で は心臓 の手 術にpatch法

で適用 した場合吸収に約2カ 月を要 す る と さ

れ,Hurwitti2)は 血 管 吻合 で11日 目に完全 に吸

収 され ると報 告 してい る.

わ れわれは今回Gelfoamを 前 立 腺摘除術 と

腎生検(openrenalbiopsy)に 使 用す る機会

があつたので,そ の経験 をのべ,併 せて若干 の

考察を加 えてみる ことに した.

2.使 用 対象,方 法,な らびに成績.

昭和40年1月 より同年5月 末迄都立駒込病院を訪れ
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入院手術を うけた13名 の前立腺肥大症患者のうち10名

にopensurgery(恥 骨上式又は恥骨後式)を 施 行

し,そ の全例に止血の目的でGelfoamを 使用した.

また腎手術の際(腎 摘を除く),腎 生検を同期間中10

例に行なつたが,い ずれも止血の為Gelfoamを 使用

した.GelfoamはSize100の ものを 目的に応じ小

片にして使用した.

i)前 立腺手術の際の使用法

主として二つの方法を行なつた.ひ とつは,前 立腺

摘除後,主 な出血部位である頸部の4時,6時,8時

の部を型のごとくカットグッ トにて結紮止血し,残 余

の小出血oozingを,普 通ガー'tt,熱 した生食ガーゼ

などで圧迫し,か なり出血の減少を認めたところで尿

道よりネラ トン氏カテーテルを挿入し,こ のカテーテ

ルと前立腺床との間腔に乾燥したままのGelfoamを

適当な大きさに切つて挿入する.こ の際Gelfoamを

やや圧する如 くつめこむ と効率が良い様に思われた.

必要ならばさらに上からガーゼで圧迫す るかまたは直

腸内に挿入した指とともに双手的に圧迫して2～3分

後静かに圧迫を解除すると,い わゆるt`oozing"の よ

うな出血がほとんどみられず,前 立腺床内に付着した

Gelfoamを み ることができる,

第2の 方法は,す でに発表されている方法10)で成書

にも記載がある13)14)が,図1に 示 したごとく,30cc

のバッグカテP・tテルの周囲にGelfoamを カットグッ

トで結んで(図1一 イ),前 立腺床へ当て,そ こでバ

ッグを膨らませ前立腺床を軽く圧迫する(図1一 ロ).

欧米では,前 立腺動脈の出血をほとんど止血せずにバ

ッグカテーテルを使用する所も多い様であるが,わ れ

われは一応前述のごとく,主 な動脈性出血は結紮した

うえで上記の方法を行なつた.

第1の 方法を行な う前に心臓穿孔がGelfoamで 止

まるという報告15)にヒソトを得て,全 然結紮止血を行

な うことなく,Gelfoarnを 出血点に充てて暫時圧迫

してみたが,こ の方法で止血を期待するのは不可能で
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あるという印象を うけたが,Gelfoamの 使用,不 快

な出血はほとんどみられなくなる.術 後第1日,第2

日目には肉眼的血尿をみるが,多 くの例で第2,第3

日目より洗浄水は透明となり,多 くの例では1週 間目

に尿道カテーテルを抜去できた.バ ッグカテーテルは

翌日または翌々日にその内容をぬき,経 過を観察する

が,後 出血の著しいものは経験されていない.術 後の

膀胱洗浄でときにGelfoamが 凝血塊とともに排出さ

れることがあるが,カ テーテルをつまらせて障害とな

ることは金 くなかつた.術 後の経過観察で,痩 孔 形

成,結 石形成,遷 延性膀胱炎,尿 道狭窄などはみられ

なかつた.

ii)腎 生検の使用法

腎生検を行なう場合,わ れわれは腎欠損部にGe1-

foamを 充填 した上で,こ れを包み こむ様にカッ トグ

ットにて軽く結紮する(図2一 イ)さ らにその上を

Gelfoamで 被って結紮することも行なつた.欠 損部

をかくの如く充贋することな く結紮しようとすると,

しばしば緊張が強す ぎて,腎 実質が裂け,更 に出血す

るということがあるがGelfoamの 使 用はこの際極め

て便利である。それでもなお,腎 被膜欠損などのため

に実質が裂けるようなことがあるときは,図2一 ハに

示したごとくにすればかかる事故を防ぎ得る.

術後のX線 検査,尿 検査で全例異當をみていない.

嚢胞腎の手術の際行なつた腎生検の例を写真で示した

(写真1,2,3)

3.考 按.

今回は,基 礎的 な実験は行わず,前 立腺摘除

術お よび腎生検への臨床応用に しぼ り,こ れ ら

の手術 を行 う際の標準的な術式の考案への試み

を してみ た,Gelfoamに トロソビンや抗生物質

を吸収 させ て行 う方法 もあるが,こ れ らは行っ

てみなか つた.概 していえ ることは,Gelfoam

に か な りの止 血効果 を認 め得 た とい うことであ

る.前 立 腺摘 除術 に1}勾していえば,元 来 この手
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術 で もつ とも重要 なことが止血 にあ るとい う点

を考慮 す る必要が ある.前 立腺摘 除術 は古来 い

くつ かの術式 が考案 され てい るがいずれの術式

を選 ぶに して も,要 は止血操作 に尽 きるといつ

て も過 言ではない.い わゆ るFreyer法 は,こ

の止血 の技術 としては もつ と も古 く,か つもつ

とも簡単確実 な止 血法で あ り,現 在 で もやむを

えざる時 は使用 されてい るが,ガ ーゼ抜去が絶

対必要で ある点が最大の欠点で ある.吸 収 され

る(従 つ て抜去手術 が必要 でな い)ガ ー・ゼが望

まれ るゆ えんが ここにあ る.事 実われわれの例

で もFreyer法 に な るべ き症例がGelfoamで

止 血有効 となつ た ものがあ る.前 立腺摘除術は

うま く行 えば 出血 は少 く,特 に他の補助手段を

要 せず との意見 ももつ ともで あるが,そ れで も

尚術中,術 後 の出血 を可及 的に少 くで きれば理

想的で あ り今迄案 出 された種 々の補助的操作法

もすべ て この 目的 を もつてい ると思われ る.こ

の ような観 点か らGelfoamの 使 用は望 ましい

こととな る.わ れ われ の例で術中の 出血は平均

700cc程 度 で これ は決 して少 くないが,後 出血

は きわめ て少 く,現 実 問題 として,泌 尿器科専

門医が夜間,膀 胱洗浄 を しなけれぽ ならない と

い うことが な く,こ の面 でのわず らわ しさか ら

解放 され る.

次 に前立腺手術 の特殊性に鑑 み,い くつかの

基本的 な点 について考 えてみ る.ま ず第一に尿

の ドレナージであ る.こ れが妨 げ られ てはな ら

ない.第 二 に尿路 は感 染 の 危 険 が 大 き く,

Gelfoamが 尿 路 に長 く残 存 して感染 を誘発 また

は遷延 させ ることがあつては な らない.こ れ ら

は,と りもなお さず創傷 の治癒 を妨げ るか らで

あ る.わ れわれ の経験 では,余 分 のGelfoamは
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膀胱 洗浄に よつ て簡単 に流れ て しまうもので あ

り,す でに止血 目的を果 したGelfoamは,ヵ

テーテル留置 中 も抜去後 も機械 的に流 されて し

まい長 く組織内に残 る ことがない ように思われ

る.術 後の2週 間 目に尿道鏡検査 を行 うと,尿

道は きれいに粘膜 に被 われて,異 物 と し て の

Gelfoamを 認 め ることがで きなかつ た.第 三

の点 として,尿 路の異物 は結石 を形成 させ る核

にな るか ら長 く残存 してはな らないが,上 述の

通 り機械的に流 され る事 が多いので少 くとも尿

流のある部分で結石形成の核 とな る様な異物 と

して止 まるこ とはない ように思 える.腎 生検 に

使用 した場合 でも2ヵ 月後の観察でX線 写真上

には石灰化は ないが,尚 長期にわた る観察を行

うつ もりである.第 四に前立腺摘除後の前立腺

床は きわめて顕著 に収縮 し,こ の収縮機転が,

止血に大 いに与 るものであ るので,こ の収縮 を

妨げるものであつ てはな ら な い が,Gelfoam

は伸 展性,収 縮性に富む柔かい もので 自由に形

を変 えられ るか ら,こ の点 も心配ない と思われ

る.た だ止血を期待す るあ まり,あ ま り強 くつ

め こめば,出 来た凝固物が前立腺床 の収縮 を妨

げるか ら注意せねばな らない.

4.お わ り に.

われわれは前立腺摘除術,腎 生 検 の 際 に,

Gelfoamを 補助的止血手段 として用い,か な

りの効果を認めたのでその経験をのべた.い ず

れも大出血にそのまま当てて止血を望む ことは

できないが,前 立腺摘除術ではとくに術中術後

の出血の減少,手 術時間の短縮をみた.十 分な

止血効果をえたのちは,機 械的に洗い出 してや

るのが理想的である様な印象を得た.
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写 真1

図2一 イの ご と く生 検 部 位 にGelfoamを

つ め カ ッ トグッ トに て結 紮 す.

む

/

b. 購
ン/

「

!ら

モ亥 ＼

、磁 ノ 〆 ∴ ..適 幽

写 真2

さ らにGelfoamを この 上 に あ て る.
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写真3

咳
そのあと暫 く圧迫して腎に十分付着せる

ことを確かめる.
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